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南信州広域連合第４回広域連合会議 結果報告

日時：平成27年７月13日(月)14：15～14:36

場所：長野県飯田合同庁舎 301号

１  開  会…14:15

【出席者】13市町村長・泰阜副村長・佐藤副管理者

〔下伊那地方事務所〕有賀所長・松田副所長・今井地域政策課長・細野地域政策課長補佐兼企画

振興係長

〔飯田保健福祉事務所〕寺井所長

〔飯田建設事務所〕水間所長

〔町村会〕牛久保事務局長

〔飯田広域消防〕桂消防長・関島消防次長兼総務課長

〔飯田環境センター〕田見事務長・北原事務長補佐兼新焼却場施設整備担当専門主査

【事務局】渡邉事務局長・塚平事務局次長・北原事務局次長補佐兼庶務係長・下島介護保険係長・前沢庶

務係主事

２  広域連合長挨拶

  先日、県の消防救助技術大会が行われた。各地域の消防署の皆さんが日頃の訓練の成果を発揮して頑張

っていた。町村長の皆様も開会式から出席していただき感謝申し上げる。大学入試センター試験会場に係

る要望活動において、広域連合も協力させていただき、またご意見をいただければと思う。

３  協議・報告事項

(1) 大学入試センター試験会場についての要望活動報告について

…資料１による説明（渡邉事務局長）

先月の要望活動に係るその後の経過について。要望活動の翌週に県の教学指導課の企画官に連絡し、

御礼方々、一ヶ月後くらいに様子を教えていただきたい旨を伝えた。その際の先方の話では「県議会

が終わったら、県庁内の関係部課等を集めて検討・協議したい」とのこと。その後、７月３日に担当

の信州大学副学長に御挨拶方々、県への要望内容の説明及び報告をしてきた。今年の10月くらいには、

来年１月のセンター試験会場等について信州大学で調整に入るとのこと。「来年１月のセンター試験に

間に合うかどうかは微妙」との話があり、県の検討の様子を伺いながら活動を進めていきたい。今後

もご理解とご協力をお願いしたい。

【要望】（伊藤副連合長）

  素早い対応をお願いしたい。特別費用のかかる問題でもないし、南信州広域連合が抱える課題は山

積しているので、こうしたシンプルなことは年度内に片付けてしまいたい。ぜひ一気呵成で取り組む

体制をとっていただきたい。

【結果 聞き置く】

(2)熱中症疑いによる救急搬送の状況について

…資料２による説明（関島消防次長兼総務課長）

今年は４月27日から調査開始（昨年は５月19日から10月５日まで）。資料の調査期間は７月７日

までとなっているが、本日の８時30分現在では熱中症疑いの搬送人員は14名。昨年の同日と比較し

３名の減少。昨年の調査期間にふまえると搬送人員は11名で６名の減少。搬送された年齢区分につい

ては、65歳以上の高齢者の割合が71％を占める。傷病程度については、入院の必要のない軽症の割合
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が79％を占める。例年、熱中症疑いの搬送者が最も多くなる季節を控え、引き続き予防広報に努めて

いく。

【質疑なし】

(3) 平成27年の火災の概要について

…資料３による説明（関島消防次長兼総務課長）

資料は７月６日現在のまとめ。昨年と比較すると大幅に減少している。建物火災については34件発

生し５件の増加。残念ながら建物火災によって４名の方が犠牲になっている。引き続き火災予防広報

に努めていく。併せて、上半期の消防統計について現在取りまとめ中だが、概要について報告する（資

料なし）。６月末までの件数について、火災は53件で前年と比較し15件の減少。救急は3,463件で前

年と比較し64件の増加。救助は62件で前年と比較し３件の増加。上半期の消防統計については７月

24日に記者会見を予定している。８月の臨時会の全員協議会において詳細についてご報告させていた

だく予定。

【質疑なし】

(4) 簡易宿所における防火対策について

…資料４による説明（関島消防次長兼総務課長）

前回の資料の数値に誤りがあったため、改めて精査した資料。前回「確認を要する５件」というも

のがあったが、調査した結果その５件については防火対象物が４件、農家民泊が１件という結果にな

っている。

【質疑なし】

(5) 広報誌発行計画について

…資料５による説明（塚平事務局次長）

例年発行している南信州広域連合の広報誌「すきです南信州」の発行について、今年度の計画内容

をお知らせする。圏域内全戸配布という利点を活かし、「地域住民の情報源」・「地域の再発見のための

ツール」という観点を持ちながら制作していく。今年度最も重要とされる主要な事業である「民俗芸

能保存継承推進事業」については、各号において告知または特集的な形で毎号取り上げる予定。発行

予定は年３回を予定し、７月号については７月24日発行予定で現在制作中。その後12月と３月に発

行を予定し、構成内容については資料記載のとおり。主な内容の追加として、12月及び３月の広報誌

については予算・決算といった広域連合の財源的な部分についての報告をしていきたいと考えている。

また、昨年度から取扱いを始めた各町村で活躍されている「地域おこし協力隊」の活動紹介記事（裏

表紙）を、今年度も引き続き連載していく予定。町村の皆様のご協力をお願いしたい。

【質疑なし】

４ 長野県

●下伊那地方事務所（有賀所長）

    南信州地域戦略会議について。７月17日（金）開催。すべての市町村長の皆様に参加していただき、

   合同庁舎で２時間実施。県知事・企画振興部長及び担当課長が県から出席される。市町村の総合戦略

   にあたっての県との意見交換を行うという内容で、テーマは２つある。テーマ①は「県の総合戦略に

   ついて」テーマ②は「戦略策定にあたっての広域的な課題について」。当初、テーマ①の総合戦略を県

   が説明して、テーマ②の広域的な課題をメインに行う予定で考えていたが、県知事はテーマ①に力を

   入れている。県の総合戦略の７つの重点項目について、すべての市町村長から発言をいただくとなる

   と非常に長くなるので、２人程度を目安に変更予定。基本的には現在作っていただいている個々の地

   域における総合戦略にあたり、リニア時代を見据えた重点項目や個々の市町村における課題等を、各
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   市町村長の皆様と県知事とでディスカッションしていただくということ。２時間という限られた時間

   だが、すべての市町村長の皆様に現場の課題と県に対する要望をこの機会にお話し合いいただければ

   と思う。９日の幹事会の結果等をふまえて整理をして、明日もしくは明後日までには各市町村長宛に

   詳細が通達される予定。

  ●飯田建設事務所…なし

  ●飯田保健福祉事務所…なし

５ その他

  ●南信州キャンペーンin銀座「いいとこなんだに南信州」について

   …資料６による説明（塚平事務局次長）

    昨年度も実施したイベント。今年度１回目ということで８月17日（月）～19日（水）３日間の日

   程で昨年度末と同様にキャンペーンを行う予定。今回のイベント内容について、17日は下伊那農業高

   校アグリ研究班の皆様に昨年度に引き続き「信州ジビエ高校生アグリレストラン」を行っていただく。

   18日は野菜ソムリエによる「南信州の伝統野菜を学ぶ会」を実施。19日は「南信州食材と味わうシー

   ドルの世界」を実施。また17・18日の夜は、昨年度も行った「南信州酒場 銀座店」に峰竜太さんを

   お迎えしてマスコミ関係の方々をご招待する予定。新しい企画として、18日に「南信州で看護」と題

   して南信州で看護職として働いてみたい方々の相談会を開催予定。そして19日は平谷村の高原野菜の

   産直販売を行っていただく予定。このような内容で開催していきたい。ご承知おき願いたい。

  【質疑なし】

６ 今後の日程

  ７月21日（火）長野県南部国道連絡会総会   鼎文化センター

  ８月 ６日（木）広域連合会議

  ８月31日（月）広域連合議会第２回臨時会

７ 閉 会…14:36


